


























































































































51/EC」(Directive 2003/51/EC of the European Parliament and of the Council of 18 June 2003 amending Directives 78/660/
EEC,86/635/EEC and 91/674/EEC on the annual and consolidated accounts of certain types of companies, banks and other







































































































































































































































































Nuuilly-sur-Seine and Paris-La Defense,November 15,2005
法定監査人
PricewaterhouseCoopers Audit
Hubert Toth
Partner
KPMG Audit Department
of KPMG SA
Patrick-Hubert Petit
Partner
30
甲南会計研究 No.1 (2007.3)
□ むすび
以上、先進主要国におけるリスク・不確実性情報の開示と保証にかかる規制の概要と開示・保証付
与の実態について一瞥してきた。ここで得られた知見は下記の通りである。
まず、開示にかかる規制についてであるが、企業財務情報の開示にかかる規制と同様に、これは商
法の枠組みに基づくものと証取法の枠組みに基づくものとに大別される。ただ、規制内容に関しては、
同じ法的枠組みに基づくとはいえ、国ごとに少なからぬ相違がみられる点に留意する必要がある。と
くに、開示すべき具体的事項については、その範囲から開示の程度に至るまで、かなり大きく異なっ
ており、この問題に対する各国の取り組みに対する態度の違いが明確に見て取れる。概していえば、
証券市場における資金調達を念頭に置き(したがって直接金融の比率が相対的に高い)、投資者に対す
る情報開示を指向する開示制度が採用されている国々の方がリスク・不確実性情報の開示については
積極的であることが伺える。
他方、開示された情報に対する保証の付与についてであるが、これについては、すべての国々にお
いて何らかの保証の付与が義務づけられていることが明らかになった。もちろん、リスク・不確実性
情報は、一般的な財務情報に比べて主観的要素や将来の見積もりにかかる部分が多いことから、いわ
ゆる監査ではなくレビューによる保証の付与が行われること、したがって意見表明については積極的
意見表明ではなく、消極的意見表明にとどまることについては、各国ともに共通している。ただ、リ
スク・不確実性情報の開示にかかる具体的な監査手続等については、監査基準の中に明示的に規定す
る国もあれば、他の財務情報に対する監査手続を援用するにすぎない国もあり、各国ごとに取組み方
が異なっている点に留意する必要がある。
さて、企業を取り巻く環境要因が複雑化する中、リスク・不確実性情報の開示と保証にかかる問題
は、ディスクロージャー制度の今後のあり方を考える上で、きわめて重要な論点となろう。ただ、こ
れらの情報については、その定義から具体的内容に至るまで、各国ごとの経済的・政治的・社会的要
因により大きく異なることはいうまでもない。したがって、これらの情報の開示・保証の付与にかか
る規制のあり方を考察することは、実は、それほど簡単なことではないのである。他方で、グローバ
ル化する経済環境の中で、企業情報の開示をめぐる規制の国際的調和化を進めなければならないこと
もまた当然である。こうした二律背反的な状況のもとで、リスク・不確実性情報の開示と保証のあり
方を国際レベルで考察するには、まず、各国の実態を明らかにすることこそが必要となるのであって、
本稿の意義もまさにこの点にあると確信している。
[本稿は科学研究費(基盤研究(B)(1))No.16330086「不確実性下におけるリスク情報の開示と保証に関
する実証的国際比較研究」の助成を受けて行われた研究成果の一部である]
